


11月　1　日から　7　日は、文化財保護強調週間です。 

昭和24年に世界最古の木造建築物である法隆寺金堂が

炎上し、貴重な壁画が焼けてしまいました。その後、多

くの人々の努力により、昭和29年11月　3　日に修理工事が

完工しました。これを記念して、文化財に関心を持ち、

大切にする心をはぐくんでいただくために、その前後　1　

週間が「文化財保護強調週間」として定められました。 

文化財は、地域の歴史や文化を物語る貴重な財産です。

土岐市には、こうした文化財が数多く伝わっています。 



江戸時代初期に作られたものと伝わっています。
十王は、人間の死後にその罪の重さを決める裁判官
で、生前に供養すると罪が軽くすることができると
信じられています。 

長い歴史の重みを感じさせる崇禅寺の門です。江
戸時代の万治元（1658）年に領主の妻木氏が断絶
しますが、その後に妻木城の大手門を移築したもの
と伝わっています。 

鰐口は神社や寺の軒先に掛け、人を集める時に打
ち鳴らしたものです。この鰐口は、室町時代の天文
23（1554）年に当時の細野村の住人が八王子神社
に寄進したものです。 

中島正雄さんは長い間、陶磁器の研究をされ、
素晴らしい焼き物を作られています。特に青磁や
高麗青磁は、形状の美しさや釉薬の発色が優れて
います。 

崇禅寺の本尊です。鎌
倉時代後期に、京都嵯峨
野にある清涼寺の釈　如
来像を手本に製作された
ものと考えられています。 

江戸時代の初め、
慶長14（ 1 6 0 9）
年に妻木城主の妻
木家頼の弟、頼久
によって八幡神社に奉納されたものです。 

ゆうやく 



今から300年ほど前に愛知県の岡崎から伝わった
といわれています。現在は、曽木町のみで行われて
おり、夏の祇園祭や秋祭りでは、伝統的な調べが鳴
り響きます。 

この狛犬は、高さ90cm、重さ120kgの大きな陶
製狛犬で、江戸時代後期、享和元（1801）年に作
られ、白山神社に奉納されたものです。 

駄知町の県道沿いを北流する肥田川の中にありま
す。長さ、高さともに18ｍ、重さ13 ,125ｔと推定
される花崗岩の巨岩で、町のシンボルとして親しま
れています。 

美濃焼の礎を築いた陶祖、加藤景延の活躍を伝え
る文書です。景延が九州で学んで連房式登窯を築窯
したこと、関ケ原の戦いの際に妻木氏に従って戦っ
たことなどが書かれています。 

安土桃山時代に
作られた茶壷です。
底に「大栢源十郎」
の銘があり、可児
市の大萱で桃山時
代に窯を築いた加
藤源十郎景成の作と考えられています。 

表面に「八剣宮」と
彫り、金泥を施してい
ます。この裏面には、
江戸時代前期の貞享元（1684）年の銘があり、社殿
を再建した際に奉納されたものと考えられます。 

ぎおん 

か こう 

つぼ 



現在、土岐市には国指定　4　件、県指定　8　件、市指定65件、国の登録文化財　1　件の文化財があります。今回は
その一部を紹介しました。 
土岐市の文化財には、中世にこの地方を支配した土岐氏、その系譜を引く土岐明智氏や妻木氏に関わる指定
文化財が妻木町を中心に多くあります。そして、美濃焼の生産地としての歴史を語る窯跡や市内の窯で焼成さ
れた焼き物が、文化財として多く指定されています。 
また、天然記念物にはシデコブシやハナノキなどこの地方に特徴的な植物や、シラタマホシクサ、ミカワバ
イケイソウといった伊勢湾の周辺地域のみに生育する貴重な湿地帯植物があります。 
土岐市の指定文化財をみると、自然環境に恵まれた地域に生きた先人たちの姿が浮かび上がってきます。 
指定されたもの以外にも大切な文化財がたくさんあります。私たちの祖先が生きた証しとして、今に伝えて
くれた文化財に出合える施設を紹介します。なお、開館時間や休館日などは、各施設にお問い合わせください。 

文化財に関するお問い合わせは、文化振興課（内線556）へどうぞ。 



秘書広報課職員係（内線 206・207 ） 

この公表は、人事行政の運営などの状況を皆さんにお知らせすることにより、その公正性・透明性を高める
ことを目的として、「土岐市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき行われるものです。 









☆
そ
も
そ
も
児
童
虐
待
っ
て
何
で
し

ょ
う
か
・
・
・
 

い
く
ら
保
護
者
が
子
ど
も
を
か
わ

い
い
と
思
い
、
子
ど
も
の
た
め
を
思

っ
て
行
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
子
ど

も
に
有
害
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
虐
待
」

で
す
。
 

虐
待
に
は
、
次
の
4
種
類
が
あ
り

ま
す
。
 

●
身
体
的
虐
待
＝
な
ぐ
る
、
け
る
、

首
を
し
め
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る

な
ど
、
体
に
傷
を
負
わ
せ
た
り
、
傷

を
負
わ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加

え
る
こ
と
で
す
。
 

●
性
的
虐
待
＝
性
的
な
い
た
ず
ら
、

性
的
行
為
な
ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
子
ど
も
に
し
た
り
、
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
子
ど
も
に
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
 

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
子
ど
も
に
必
要
な

養
育
を
し
な
い
こ
と
）
＝
子
ど
も
を

家
に
閉
じ
こ
め
た
り
、
学
校
へ
行
か

せ
な
い
、
病
気
や
傷
を
し
て
も
病
院

へ
連
れ
て
い
か
な
い
、
食
事
を
作
ら

ず
食
べ
さ
せ
な
い
な
ど
、
保
護
者
と

し
て
子
ど
も
を
き
ち
ん
と
養
育
し
な

い
こ
と
で
す
。
 

●
心
理
的
虐
待
＝
子
ど
も
を
言
葉
で

お
ど
し
た
り
、
無
視
し
た
り
、
子
ど

も
の
心
に
傷
を
与
え
る
言
動
を
す
る

こ
と
で
す
。
 

☆
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
 

い
の
で
し
よ
う
か
 

◆
虐
待
の
疑
い
や
心
配
を
周
囲
の
人

が
分
か
っ
て
く
れ
な
い
…
 

虐
待
は
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
も
し
や
と
い
う
疑
い
は
重

要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

に
も
、
ま
ず
連
絡
相
談
と
い
う
行
動

を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆
守
秘
義
務
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
に
な
り
ま
せ
ん
か
…
 

公
務
員
や
医
師
な
ど
に
は
職
務
上

知
り
得
た
個
人
の
秘
密
を
守
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の

虐
待
を
連
絡
す
る
義
務
は
、
法
律
で

守
秘
義
務
よ
り
優
先
さ
れ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
守
る

こ
と
が
最
優
先
で
、
違
反
に
問
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

☆
「
虐
待
か
も
…
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
連
絡
先
　
土
岐
市
役
所
児
童
課
家

庭
児
童
相
談
室（
内
線
1
6
6
、
F
 

A
X
○54
　

7
0
6
2
）、
東
濃
子
ど
も

相
談
セ
ン
タ
ー（
 
○23　
1
1
1
1
・
 

内
線
4
0
4
・
4
0
5
、
F
A
X
○25　
 

5
0
7
7
）
 

詳
し
く
は
、
土
岐
市
役
所
児
童

課
家
庭
児
童
相
談
室
へ
ど
う
ぞ
。
 

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
年
1
月
か
ら
9
月
末
日
ま
で
の
火
災

件
数
は
20
件
で
、
昨
年
の
同
時
期
よ
り
2

件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

11
月
9
日
〜
15
日
は
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
家

や
地
域
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

  
―
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
―
 

3
つ
の
習
慣
 

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

4
つ
の
対
策
 

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。
 

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。
 

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。
 

 
 火

災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、
市
内
の
小

中
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
1
5
1
点
の
応
募
が
あ
り
、
丹
野

智
妃
呂
さ
ん（
泉
小
学
校
6
年
）が
財
団
法

人
岐
阜
県
消
防
設
備
保
安
協
会
長
賞
と
し

て
県
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
上
位
入
賞
作
品
を
11
月
上

旬
よ
り
消
防
本
部
・
市
役
所
・
南
消
防
署

な
ど
で
巡
回
し
、
展
示
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
消
防
本
部（
 
○53　
0
 

1
2
3
）へ
ど
う
ぞ
。
 

丹
野
智
妃
呂
さ
ん
の
作
品
 



過
去
の
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
を
免

れ
た
住
宅
で
も
多
く
の
人
が
家
具
の
転
倒

に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
も
、
負
傷
者
に

お
け
る
負
傷
原
因
の
約
4
割
以
上
が
、
家

具
の
転
倒
・
落
下
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
直
接
家
具
に
よ
る
負
傷
が
な
く
て

も
、
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
り
出
入
り
口

が
ふ
さ
が
れ
、
避
難
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
 

●
家
具
を
安
全
な
場
所
に
配
置
す
る
 

な
る
べ
く
人
の
出
入
り
が

少
な
い
部
屋
に
家
具
を
ま
と

め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
寝
る
部
屋
に
家
具

を
置
く
場
合
は
、
体
の
上
に

倒
れ
て
こ
な
い
よ
う
配
置
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
部
屋
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。
 

●
出
入
り
口
や
通
路
に
物
を

置
か
な
い
 

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、

出
入
り
口
付
近
や
通
路
に
家

具
や
倒
れ
や
す
い
物
を
置
く

の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
家
具
の
転
倒
・
落
下
を
防
ぐ
 

Ｌ
字
金
具
な
ど
の
転
倒
防
止
金
具
や
支

え
棒
で
家
具
を
固
定
し
ま
す
。
ま
た
、
家

具
の
上
に
は
重
い
物
や
危
険
な
物
は
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
 

●
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
 

窓
ガ
ラ
ス
や
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
に

は
、
割
れ
て
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 



皆
さ
ん
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
と

聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
例
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
？
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
殴
ら
れ

る
。
こ
れ
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
で
す
。
職
場
の
同
僚
の
性
的
な
言

動
に
よ
り
不
快
に
な
る
。
こ
れ
は
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
。
こ
の

ほ
か
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
売

買
春
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
暴
力
で
す
。
ご

存
じ
で
し
た
か
？
 

そ
も
そ
も
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

を
問
わ
ず
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
近
年
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
事
件
が
増
加
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
こ

と
を
か
ん
が
み
、
今
月
の
12
日
か
ら
25
日

ま
で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
た
め
に
は
、
暴
力
が
犯
罪
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る

と
の
社
会
認
識
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
第

一
歩
で
す
。
そ
し
て
、
加
害
者
と
な
る
男

性
に
多
く
見
ら
れ
る
、
女
性
が
社
会
に
お

け
る
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
認
識
の
欠
如
や
、
被
害
を
受
け

る
女
性
の
苦
痛
や
恐
怖
な
ど
に
対
す
る
想

像
力
の
欠
如
を
一
掃
す
る
た
め
の
教
育
、

ま
た
、
女
性
に
お
い
て
は
、
暴
力
を
防
止

す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
判
断
し
、

自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
教
育
が
、
生
涯
を
通
じ
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
お
い
て
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

現
在
、
日
本
の
社
会
は
、
男
女
が
共
に

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
へ
と

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
運
動
も
、

そ
の
一
端
を
担
う
も
の
で
す
。
こ
の
2
週

間
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
に
注
目
し
て
、

情
報
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

へ
共
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
 



 
小学校の　1　・　2　年生の書写の教科書に鉛筆の持ち方

が載っています。（東京書籍） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鉛筆の持ち方は、はしの持ち方とよく似ています。 
授業中、子どもの鉛筆の持ち方を見てみると、正し
く持っている子どもは、半数もいません。給食の時間
に、はしの持ち方を見ても、同じように正しく持って
いる子どもは、半数もいません。 
ご家庭でも、鉛筆の持ち方・はしの持ち方が正しく
できているか話題にしてはいかがでしょう。 

書写の教科書には、間違えやすい筆順としていろい
ろな漢字が載っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（答えは、次頁下です。） 

本
校
で
は
、
よ
り
一
層
学
力
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
日
々
実
践
し
て
い

ま
す
。
 

1
　
書
く
力
を
高
め
る
 

毎
週
水
曜
日
の
朝
、
「
ス
キ
ル
」
タ
イ
ム

を
設
け
て
全
校
一
斉
に
書
く
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

2
　
体
験
的
に
学
ぶ
 

授
業
の
中
で
、
実
際

に
聞
い
た
り
見
た
り
、

体
験
し
た
り
し
て
学
ぶ

学
習
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
 

3
　
少
人
数
指
導
を
積

極
的
に
実
践
す
る
 

算
数
の
授
業
で
は
、

1
ク
ラ
ス
を
半
分
に
分

け
、
2
ク
ラ
ス
に
し
て

授
業
を
行
っ
た
り
、
1

ク
ラ
ス
に
2
人
の
先
生

が
入
っ
て
授
業
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
 

4
　
英
語
学
習
に
積
極

的
に
取
り
組
む
 

市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
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乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 

市民  
 

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 

昭和43年　4　月　1　日以前
に生まれた方（勤務
先・病院などで受診さ
れる方、妊娠中の方は
除く） 

11月26日（月）
 

  
11月30日（金） 
 
 
11月22日（木）  
 

 
11月27日（火） 
  
 

11月30日（金）  
 
 

12月　3　日（月） 

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 

午前10時～11時30分 
 

午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分  
 

午後　1　時～　2　時30分 
 
 
午前　9　時～11時30分 
 
午後　1　時～　3　時 
 
午前　9　時～11時30分 
 
午後　1　時～　3　時 

 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 

東濃保健所 
 
 
駄知体育館 
 
西部支所 
 
 
保健センター 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター  
 
 
受診票のない方で、検診を
希望される方は、最寄りの
会場へ直接お出掛けくださ
い。 

●対　象　者：①平成19年　8　月31日以前に生まれたお子さんで、　3　種混合ワクチンの第　1　期を　3　回接種していない　7　歳半
未満のお子さん 

②平成18年11月30日までに、第　1　期　3　種混合ワクチンを　3　回接種し、第　1　期の追加接種をしていない　7　歳
半未満のお子さん 

●申込方法：希望の医療機関を選び、申込書に必要事項を記入し、11月15日（木）までに保健センターまたは最寄りの支
所へ提出してください。ＦＡＸでも受け付けます（ＦＡＸ○53　0095・保健センターあて・申込後確認の電話
をお願いします）。市ホームページからも申し込みができます。 

●実施期間：12月～　2　月（初回は、　3　～　8　週間の間隔で　3　回接種してください） 
（申し込みされた方は、11月26日（月）以降に希望医療機関へ接種日時を予約の上、接種してください） 

※ご注意　・過去に百日せきと診断されたことがあるお子さんは、保健センターへご相談ください。 
・接種の前には、「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

昨年までの接種状況を記入してください。 

希望医療機関名 

② 1回目接種日 
（　　年　　月　　日） 

① 今までに一度も接種 
したことがない 

接種を受けるお子さんの氏名 生　年　月　日 住　　　　　　　　所 保護者氏名・電話番号 

平成　　年　　月　　日 
〒509-

③ 2回目接種日 
（　　年　　月　　日） 

④ 3回目接種日 
（　　年　　月　　日） 



市では、成人式典を開催します。土
岐市に住民登録されている方（12月　1　
日現在）には、12月初旬に案内状を送
付します。 
◆期日　平成20年　1　月14日（月・祝） 
◆対象　昭和62年　4　月　2　日から昭和63
年　4　月　1　日生まれの方 
※住民票を他の市町村へ移された方で、 
式典に参加希望される方は、生涯学習
課へご連絡ください。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 
年金月間は、豊かで楽しい老後を過

ごすため、一人ひとりが年金を身近で
大切なものとして考え、公的年金制度
の意義を正しく理解し、自分自身の老
後に果たす年金の役割を知る機会とし
て設けています。 
この機会に、身近で大切な国民年金

をはじめ、公的年金についてぜひ考え
てみましょう。 
詳しくは、多治見社会保険事務所へ。 
 
 
 
 

◆対象　平成18年11月以前に生まれた
　2　歳未満のお子さん 
◆内容　　麻しんまたは風しんのいず
れにもかかったことがなく、いずれの
予防接種も受けたことがないお子さん
は、11月15日（木）までに保健センター
へお申し込みください。※接種は、12
月からですが、11月26日（月）以降に申
し込みされた医療機関で、接種日時を
予約してください。　　麻しんまたは
風しんのいずれか一方にかかったこと
がある場合や、いずれか一方の予防接
種を受けたことがある場合は、単独ワ
クチンの接種となりますので、保健セ
ンターへお問い合わせください。 
詳しくは、保健センターへどうぞ。 

土岐プレミアム・アウトレットに訪
れる方に東濃地域の魅力を知っていた
だくため、東濃地域の観光地を周遊す
る「東濃ぐるりんバス」を運行してい
ます。 
この機会に秋の東濃路の魅力を満喫

してみませんか。 
◆運行日　12月15日までの土・日曜日、
祝日 
◆発着場所　土岐プレミアム・アウト
レット内バス発着場 
◆参加費　無料（行き先での食事代・
入館料・体験費用などは別） 
◆申し込み　電話またはＦＡＸで名阪
近鉄旅行（株）可児旅行センター（　 
0574-60-5070、FAX0574-60-5080）へ
お申し込みください。 
※各運行日ごとに、先着順。 
詳しくは、商工観光課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　11月12日（月）～18日（日）午前
　8　時30分～午後　7　時（土・日曜日は、
午前10時～午後　5　時） 
◆電話番号　　0570-070-810 
◆相談費　無料 
◆相談担当者　人権擁護委員（主に女
性委員） 
詳しくは、岐阜地方法務局人権擁護

課（　058-245-3181）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　11月11日（日）午前　8　時30分～
正午 
◆会場　多治見市文化会館・Ａ展示室 
◆出品点数　約160点（展示作品は、
ご希望の方に抽選で　1　点　1　万円で頒布） 
◆抽選方法　当日、18歳以上の方に　1　
人　1　枚抽選券を配布し（先着順）、午前
10時30分からＡ展示室で抽選。 
詳しくは、（社）美濃陶芸協会へ。 

◆日時　11月26日（月）午後　6　時30分～
　8　時30分 
◆場所　セラトピア土岐　3　階・大会議
室 
◆定員　140人（先着順） 
◆演題　「トヨタ流、絶え間ざる改善
魂と人づくり」 
◆講師　肌附安明氏（トヨタ自動車（株）
TQM推進部課長） 
◆受講費　無料 
申し込みなど詳しくは、土岐商工会
議所へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　11月16日（金）午後　1　時30分～
　4　時30分 
◆場所　ジンチャレ！東濃（多治見駅
前プラザテラ　4　階） 
◆対象　子どもの就職にお悩みの方 
◆内容　自立支援のための情報提供や
子どもとの向き合い方を学び、お子さ
んの自立を支援するセミナー 
◆定員　15人（先着順） 
申し込みなど詳しくは、岐阜県人材
チャレンジセンター（　0120-89-1149）
へどうぞ。 



◆日時　11月21日（水）・22日（木）午前
10時～午後　0　時30分 
◆場所　セラトピア土岐 
◆内容　　21日＝「再チャレンジ！も
う一度働きたいあなたへ～実践！ビジ
ネスマナーを身につけよう～」など
　22日＝「知って得する！パートタイ
ム労働法・保険・税金」など 
◆講師　安田江里子氏（パフォーマン
スアドバイザー）、笠鳥早苗氏（社会
保険労務士） 
◆定員　20人（先着順） 
※託児可能（事前に申し込みが必要） 
◆受講費　無料 
◆申し込み　11月16日（金）までに、電
話で（財）21世紀職業財団岐阜事務所
（　058-266-5033）または市役所総合
政策課（内線212）へお申し込みくだ
さい。 
詳しくは、（財）21世紀職業財団岐阜

事務所へどうぞ。 
 
 
 
 
介護サービスなどを利用するときは、

利用者がサービスを選択し、提供事業
者と契約をします。 
認知症などで判断能力が低下した方

が介護サービスなどを利用するとき、
適切な契約行為ができるように支援す
る成年後見制度があります。 
この制度の利用を促進するために活

動していただく方（成年後見ボランテ
ィア）を養成する制度を岐阜県が設け
ており、来年　1　月以降に　3　日間の研修
が予定されています。 
なお、研修を修了された方は市内で

活動していただく予定です。 
◆対象　おおむね55歳から65歳程度の方 
◆締め切り　11月30日（金） 
活動内容や申し込みなど詳しくは、

福祉課高齢者係へどうぞ。 

●男性の料理教室 

◆日時　11月18日（日）午前10時～午後
　1　時 
◆対象　市内在住の男性 
◆定員　20人（先着順） 
◆締め切り　11月　9　日（金） 
●もぐもぐ（離乳食）教室 

◆日時　11月28日（水）午後　1　時～　3　時
30分 
◆対象　　4　カ月児健診を受けられたお
子さんの保護者 
◆定員　20人（先着順、10人まで託児
可能） 
◆締め切り　11月26日（月） 
●パパママクラス 

◆日時　12月　2　日（日）午後　1　時～　3　時 
◆対象　妊婦と夫 
◆定員　15組（先着順） 
◆締め切り　11月30日（金） 
●マタニティクッキング 

◆日時　12月　5　日（水）午前10時～午後
　1　時 
◆対象　妊婦の方 
◆定員　20人（先着順） 
◆締め切り　11月28日（水） 
●全共通 

◆場所　保健センター 
◆参加費　無料 
詳しくは、保健センターへどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
◆日時　11月26日（月）午後　2　時～　4　時 
◆場所　東濃西部総合庁舎 
◆対象　引きこもりの方を持つご家族、
一般 
◆演題　「社会からひきこもる若者」 
◆講師　関正樹氏（大湫病院医師） 
◆参加費　無料 
申し込みなど詳しくは、東濃保健所
健康増進課（　○23　1111・内線361）へど
うぞ。 

◆募集期間　11月　8　日（木）～15日（木） 
◆資格　現在、住宅に困っている方で
次の条件を満たす方　　市内に居住ま
たは勤務している方　　現に同居し、
または同居しようとする親族があるこ
と（入居予定日から　3　カ月以内に結婚
し、同居する方を含む）。ただし、一
定の要件に該当し、常時の介護を必要
としない方は単身での申し込み可（今
回は、旭ヶ丘・若宮に限る）　　入居
者全員の所得（控除後）の合計が一定の
基準以内で、市税を完納していること 
◆その他　　入居日は、12月下旬を予
定　　入居者全員の所得が分かる書類
（源泉徴収票や所得課税証明書など）
が必要です。 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆募集人員　若干名 
◆勤務場所　土岐市及び瑞浪市休日急
病診療所（駄知町） 
◆資格　満55歳以下の方で、看護師ま
たは准看護師免許および普通自動車運
転免許所有者 
◆勤務日　日曜日、祝日および年末年始 
（12月31日～　1　月　3　日） 
◆勤務体制　輪番制（月　1　回程度） 
◆賃金　日額15,700円 
申し込みなど詳しくは、土岐市及び

瑞浪市休日急病診療所組合（　○55　2010）
へどうぞ。 

所在地 
 

下　石 

 

駄　知 

 

駄　知 

 

泉 

戸数 
 

1 

 

2 

 

6 

 

1

家　賃（円） 

建　設　年 

3,900～6,400 

昭和42年 

4,300～7,100 

昭和44年 

9,700～19,900 

昭和47年～49年 

9,300～15,400 

昭和46年 

団　地　名 
 

若宮 

 

旭ヶ丘 

 

第二旭ヶ丘 

 

五斗蒔 

※家賃は、入居者全員の所得総額によって異
なります。 
※間取りは、　2　ＤＫです。 






